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(57)【要約】
【課題】構成要素の駆動音の抑制を実現することができ
る構成を有する内視鏡洗浄消毒装置を提供する。
【解決手段】内視鏡を洗浄または消毒する構成要素であ
って、音を発生する第１構成要素９１と、構成要素であ
って、音を発生する第２構成要素９２と、第１構成要素
９１が発する音を検知する検知部９３と、検知部９３に
より検知された音の位相を確認する位相確認部７２と、
位相確認部７２による位相の確認結果に基づいて、第１
構成要素９１が発する音の位相とは逆の位相を有する音
を第２構成要素９２から発生させて互いに音を打ち消し
合うよう第２構成要素９２を駆動制御する消音部７３と
、を具備することを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を洗浄または消毒する構成要素であって、音を発生する第１構成要素と、
　前記構成要素であって、音を発生する第２構成要素と、
　前記第１構成要素が発する音を検知する検知部と、
　前記検知部により検知された前記音の位相を確認する位相確認部と、
　前記位相確認部による前記位相の確認結果に基づいて、前記第１構成要素が発する前記
音の位相とは逆の位相を有する音を前記第２構成要素から発生させて互いに音を打ち消し
合うよう前記第２構成要素を駆動制御する消音部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項２】
　前記第１構成要素及び前記第２構成要素は、ポンプであることを特徴とする請求項１に
記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項３】
　前記内視鏡が配置自在な洗浄消毒槽と、
　前記洗浄消毒槽に流体を供給する第１流体供給ポンプと、
　前記洗浄消毒槽に配置された前記内視鏡の管路内に流体を供給する第２流体供給ポンプ
と、
　をさらに具備し、
　前記第１構成要素は、前記第１流体供給ポンプと前記第２流体供給ポンプとのいずれか
であり、
　前記第２構成要素は、前記第１構成要素が前記第１流体供給ポンプのときは、前記第２
流体供給ポンプであり、前記第１構成要素が前記第２流体供給ポンプのときは、前記第１
流体供給ポンプであることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項４】
　前記内視鏡が配置自在な洗浄消毒槽と、
　前記洗浄消毒槽に超音波を付与する複数の超音波振動子と、
　をさらに具備し、
　前記第１構成要素及び前記第２構成要素は、それぞれ異なる前記超音波振動子であるこ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡を洗浄または消毒するとともに音を発生する構成要素を具備する内視
鏡洗浄消毒装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡洗浄消毒装置は、内視鏡の使用後直ぐに洗浄消毒を行うため、内視鏡を用いて検
査を行う検査室や、検査室の近傍にて設置されている場合が多い。しかしながら、検査室
または検査室の近傍で内視鏡洗浄消毒装置を作動させると、内視鏡洗浄消毒装置内に設け
られた内視鏡洗浄消毒装置の構成要素の駆動音により内視鏡の使用者が不快に感じる場合
があった。
【０００３】
　このような事情に鑑み、構成要素から発生される駆動音の消音を図るため、内視鏡洗浄
消毒装置の外装を気密に構成することが考えられる。ところが、内視鏡洗浄消毒装置は、
内部に複数の電子部品が設けられていることから、各電子部品から発生する熱を装置外へ
と排出しなければならないため、内視鏡洗浄消毒装置の外装を気密に構成することは難し
い。
【０００４】
　また、音源に、防振ゴムを装着したり、外装を厚くしたりすることにより、駆動音の消
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音を図ることも考えられるが、この場合、製造コストが増大する他、内視鏡洗浄消毒装置
の重量が増えてしまうといった問題があった。
【０００５】
　このような問題に鑑み、既知のアクティブ消音構造を用いて構成要素から発生される駆
動音の消音を図る構成が周知である。
【０００６】
　アクティブ消音構造の一例としては、例えば特許文献１に、ポンプが発する音の位相と
は逆の位相の音を消音スピーカから発生させて、互いに音を打ち消し合うことにより、ポ
ンプの駆動音を消音する構成が開示されている。　
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平６－２６４４８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１に開示された構成においては、ポンプ音を消音するために、
消音スピーカを別途用いなければならないことから、やはり製造コストが増大してしまう
といった問題があった。
【０００９】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、構成要素の駆動音の抑制を実現す
ることができる構成を有する内視鏡洗浄消毒装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するため本発明の一態様における内視鏡洗浄消毒装置は、内視鏡を洗浄
または消毒する構成要素であって、音を発生する第１構成要素と、前記構成要素であって
、音を発生する第２構成要素と、前記第１構成要素が発する音を検知する検知部と、前記
検知部により検知された前記音の位相を確認する位相確認部と、前記位相確認部による前
記位相の確認結果に基づいて、前記第１構成要素が発する前記音の位相とは逆の位相を有
する音を前記第２構成要素から発生させて互いに音を打ち消し合うよう前記第２構成要素
を駆動制御する消音部と、を具備することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、構成要素の駆動音の抑制を実現することができる構成を有する内視鏡
洗浄消毒装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施の形態の内視鏡洗浄消毒装置の内部の構成を、本実施の形態に係わる主要
部に着目して概略的に示す図
【図２】図１の第１構成要素の音の波形に、該音の波形とは逆位相の音の波形を加えて消
音する様子を概略的に示す図
【図３】図１の第１構成要素及び第２構成要素をポンプから構成した例を示す内視鏡洗浄
消毒装置の図
【図４】図１の第１構成要素及び第２構成要素を超音波振動子から構成した例を示す内視
鏡洗浄消毒装置の図
【図５】内視鏡洗浄消毒装置の外観の一例を示す斜視図
【図６】内視鏡洗浄消毒装置の内部構成の一例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
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　図１は、本実施の形態の内視鏡洗浄消毒装置の内部の構成を、本実施の形態に係わる主
要部に着目して概略的に示す図、図２は、図１の第１構成要素の音の波形に、該音の波形
とは逆位相の音の波形を加えて消音する様子を概略的に示す図であり、（ａ）は、図１の
第１構成要素の音の波形を概略的に示す図であり、（ｂ）は、（ａ）とは逆位相の第２構
成要素の音の波形を概略的に示す図であり、（ｃ）は、消音状態における音の波形を概略
的に示す図である。
【００１４】
　また、図３は、図１の第１構成要素及び第２構成要素をポンプから構成した例を示す内
視鏡洗浄消毒装置の図、図４は、図１の第１構成要素及び第２構成要素を超音波振動子か
ら構成した例を示す内視鏡洗浄消毒装置の図である。
【００１５】
　図１に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１の内部には、内視鏡２００（図６参照）を洗
浄または消毒する構成要素であって、音を発生する第１構成要素９１が設けられていると
ともに、内視鏡２００（図６参照）を洗浄または消毒する構成要素であって、音を発生す
る第２構成要素９２が設けられている。　
　尚、第１構成要素９１、第２構成要素９２としては、通常、内視鏡洗浄消毒装置１内に
設けられている駆動音を発生するものであるとともに同時に動作するものが良く、例えば
、図３に示すように、ポンプから構成されていたり、図４に示すように、超音波振動子か
ら構成されていたりしても良い。
【００１６】
　図３に示すように、第１構成要素９１、第２構成要素９２がポンプから構成されている
場合は、第１構成要素９１を構成するポンプＡの一例としては、内視鏡洗浄消毒装置１の
洗浄消毒槽４（図６参照）に流体を供給する既知の第１流体供給ポンプ１９が挙げられる
。また、第２構成要素９２を構成するポンプＢとしては、例えば洗浄消毒槽４に配置され
た内視鏡２００の管路内に流体を供給する既知の第２流体供給ポンプ２６が挙げられる。
【００１７】
　尚、勿論、上述とは逆に、第１構成要素９１を構成するポンプＡが、第２流体供給ポン
プ２６であって、第２構成要素９２を構成するポンプＢが、第１流体供給ポンプ１９であ
っても構わない。
【００１８】
　また、ポンプＡ、ポンプＢは、内視鏡洗浄消毒装置１内に設けられた他のポンプ、例え
ば洗浄消毒槽４に洗浄剤を供給する洗剤用ポンプ４０（図６参照）や、洗浄消毒槽４に配
置された内視鏡２００の管路内にアルコールを供給するアルコール供給ポンプ４２（図６
参照）や、洗浄消毒槽４に配置された内視鏡２００の管路内に気体を供給するエアポンプ
４５や、洗浄消毒槽４内の液体を内視鏡洗浄消毒装置１外に排出する排水ポンプ６０（図
６参照）や、消毒液を洗浄消毒槽４に供給する薬液ポンプ６５（図６参照）等の他のポン
プであっても構わない。
【００１９】
　また、図４に示すように、第１構成要素９１、第２構成要素９２が、既知の超音波洗浄
の際、洗浄消毒槽４に超音波を付与する洗浄消毒槽４の底面に設けられた複数の超音波振
動子５２から構成されている場合は、第１構成要素９１を構成する超音波振動子Ａとして
は、複数の超音波振動子５２の内、いずれか１つの超音波振動子５２ａが挙げられ、第２
構成要素９２を構成する超音波振動子Ｂとしては、超音波振動子５２ａとは異なるいずれ
か１つの超音波振動子５２ｂが挙げられる。
【００２０】
　尚、超音波振動子Ａは、複数の超音波振動子５２の内、いくつか複数の超音波振動子か
ら構成されていても構わないし、超音波振動子Ｂは、複数の超音波振動子５２の内、残り
の複数の超音波振動子から構成されていても構わない。即ち、複数の超音波振動子を１グ
ループとしたものを、超音波振動子Ａ、Ｂとしても構わない。
【００２１】
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　図１に戻って、内視鏡洗浄消毒装置１の内部には、第１構成要素９１が発する音を検知
する検知部９３が設けられているとともに、第２構成要素９２が発する音を検知する検知
部９４が設けられている。
【００２２】
　また、検知部９３、９４としては、マイクロフォンが一例として挙げられるが、各構成
要素９１、９２が発する音を検知できるものであれば、どのようなものであっても構わな
い。例えば、音を電気信号に変えて検知するものなどが挙げられる。
【００２３】
　また、内視鏡洗浄消毒装置１の内部には、制御部７０が設けられている。制御部７０は
、位相確認部７２と、消音部７３と、出力部Ａ７４と、出力部Ｂ７５とから主要部が構成
されている。
【００２４】
　位相確認部７２は、検知部９３によって検知された第１構成要素９１の音における音波
の位相を確認する。尚、位相確認部７２によって確認される第１構成要素９１が発する音
の波形としては、図２（ａ）に示すような時間ｔにおける波形が挙げられる。
【００２５】
　また、位相確認部７２は、検知部９４によって検知された第２構成要素９２の音におけ
る音波の波形の位相も確認する。
【００２６】
　消音部７３は、位相確認部７２による第１構成要素９１及び第２構成要素９２が発する
各音の位相の確認結果に基づいて、図２（ｂ）の波形に示すように第１構成要素９１が発
する音の位相とは逆の位相の波形を有する音を第２構成要素９２から発生させて、図２（
ｃ）の波形に示すように互いに音を打ち消し合うよう第２構成要素９２を駆動するもので
ある。
【００２７】
　具体的には、消音部７３は、第１構成要素９１と第２構成要素９２との音の位相を比較
し、第１構成要素９１が発する音の位相とは逆の位相を有する音が第２構成要素９２から
発生するよう、出力部Ｂ７５を介して、第２構成要素９２への出力調整を、電圧や電流等
を制御してパルス制御を行うことにより行う。
【００２８】
　尚、勿論、消音部７３は、位相確認部７２による第１構成要素９１及び第２構成要素９
２が発する各音の位相の確認結果に基づいて、図２（ｂ）の波形に示すように第２構成要
素９２が発する音の位相とは逆の位相を有する音を第１構成要素９１から発生させて、図
２（ｃ）の波形に示すように互いに音を打ち消し合うよう第１構成要素９１を駆動しても
良い。
【００２９】
　具体的には、消音部７３は、第１構成要素９１と第２構成要素９２との音の位相を比較
し、第２構成要素９２が発する音の位相とは逆の位相を有する音が第１構成要素９１から
発生するよう、出力部Ａ７４を介して、第１構成要素９１への出力調整を、電圧や電流等
を制御してパルス制御を行うことにより行うものである。
【００３０】
　尚、消音を行うためには、第１構成要素９１がポンプから構成されている場合は、第２
構成要素９２もポンプから構成されている必要があり、第１構成要素９１が超音波振動子
から構成されている場合は、第２構成要素９２も超音波振動子から構成されている必要が
ある。即ち、第１構成要素９１と第２構成要素９２とは同じ種類の部材から構成されてい
る必要がある。また、本実施の形態において、消音とは、図２（ｃ）の波形に示すように
、完全に音が消えるわけではなく、限りなく消音に近い音量まで低減されるとの意である
。
【００３１】
　これは、仮に、第１構成要素９１がポンプから構成され、第２構成要素９２が超音波振
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動子から構成されていると、アクティブ消音を行う際、ポンプと超音波振動子とでは、そ
もそも駆動音の周波数が異なるため、消音部７３の駆動制御では、一方の構成要素の音を
消す逆位相の音を他方の構成要素から出すことはできないためである。
【００３２】
　次に、本実施の形態の作用について説明する。尚、以下においては、第１構成要素９１
の音における音波から位相を検知して、第２構成要素９２から第１構成要素９１が発する
音の位相とは逆の位相を有する音を発生させる場合を例に挙げて説明する。
【００３３】
　図３に示すように、第１構成要素９１、第２構成要素９２がポンプから構成され、ポン
プＡが第１流体供給ポンプ１９から構成され、ポンプＢが第２流体供給ポンプ２６から構
成されている場合には、内視鏡洗浄消毒装置１を用いた内視鏡２００の洗浄消毒中には、
工程時間の短縮を図るため、両ポンプ１９、２６が同時に駆動される。この際、両ポンプ
１９、２６からは、駆動音が発生する。
【００３４】
　両ポンプ１９、２６の消音を行う場合は、先ず、図３に示すように、検知部９３によっ
て、図２（ａ）に示すような第１流体供給ポンプ１９の音が検知され、また、検知部９４
によって、第２流体供給ポンプ２６の音が検知され、位相確認部７２により、検知部９３
によって検知された第１流体供給ポンプ１９の音の位相が確認されるとともに、検知部９
４によって検知された第２流体供給ポンプ２６の音の位相が確認される。
【００３５】
　次いで、消音部７３によって、第１流体供給ポンプ１９と第２流体供給ポンプ２６との
音の位相が比較され、第１流体供給ポンプ１９が発する音の位相とは逆の位相を有する音
が第２流体供給ポンプ２６から発生するよう、出力部Ｂ７５を介して、第２流体供給ポン
プ２６への出力調整が、電圧や電流等を制御してパルス制御を行うことにより行われる。
【００３６】
　その結果、第２流体供給ポンプ２６からは、図２（ｂ）の波形に示すような第１流体供
給ポンプ１９の音の位相とは逆位相の音が発生することにより、図２（ｃ）の波形に示す
ように、両ポンプ１９、２６の音は互いに打ち消されて消音される。即ち、各ポンプ１９
、２６を用いたアクティブ消音により消音される。
【００３７】
　また、以上のことは、第１構成要素９１、第２構成要素９２が、ポンプ１９、２６以外
の他のポンプから構成されている場合であっても同様である。
【００３８】
　また、図４に示すように、第１構成要素９１、第２構成要素９２が超音波振動子から構
成され、超音波振動子Ａが超音波振動子５２ａから構成され、超音波振動子Ｂが超音波振
動子５２ｂから構成されている場合であって、洗浄消毒槽４の洗浄液中に浸漬された内視
鏡２００に対して超音波洗浄を行う場合には、両超音波振動子５２ａ、５２ｂが同時に駆
動される。この際、両超音波振動子５２ａ、５２ｂからは、駆動音が発生する。
【００３９】
　両超音波振動子５２ａ、５２ｂの消音を行う場合は、図４に示すように、検知部９３に
よって、図２（ａ）に示すような超音波振動子５２ａの音が検知され、また、検知部９４
によって、超音波振動子５２ｂの音が検知され、位相確認部７２により、検知部９３によ
って検知された超音波振動子５２ａの音の位相が確認されるとともに、検知部９４によっ
て検知された超音波振動子５２ｂの音の位相が確認される。
【００４０】
　次いで、消音部７３によって、超音波振動子５２ａと超音波振動子５２ｂとの音の位相
が比較され、超音波振動子５２ａが発する音の位相とは逆の位相を有する音が超音波振動
子５２ｂから発生するよう、出力部Ｂ７５を介して、超音波振動子５２ｂへの出力調整が
、電圧や電流等を制御してパルス制御を行うことにより行われる。
【００４１】
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　その結果、超音波振動子５２ｂからは、図２（ｂ）の波形に示すような超音波振動子５
２ａの音の位相とは逆位相の音が発生することにより、図２（ｃ）の波形に示すように、
両超音波振動子５２ａ、５２ｂの音は互いに打ち消されて消音される。即ち、各超音波振
動子５２ａ、５２ｂを用いたアクティブ消音により消音される。
【００４２】
　尚、以上のことは、第１構成要素９１に、第２構成要素９２とは逆位相の音を発生させ
て消音を行う場合であっても同様である。
【００４３】
　このように、本実施の形態においては、内視鏡洗浄消毒装置１内の第１構成要素９１の
音を検知して、第１構成要素９１と同時に駆動する第２構成要素９２から第１構成要素９
１の音の位相とは逆位相を有する音を発生させて、構成要素９１、９２から発生された音
を互いに打ち消すことにより消音を行うと示した。
【００４４】
　また、第１構成要素９１と第２構成要素９２とは、通常、内視鏡洗浄消毒装置１内に設
けられている、ポンプや超音波振動子等の駆動音を発生するものであると示した。
【００４５】
　このことによれば、通常、内視鏡洗浄消毒装置１内に設けられている同時に駆動する同
じ駆動音を発生するもの同士で、互いの駆動音を消音することができることから、従来の
アクティブ消音に用いられている構造のように、内視鏡洗浄消毒装置１内に新たな消音装
置を設ける必要がない。
【００４６】
　よって、検知部９３、９４と、位相確認部７２、消音部７３、出力部Ａ７４、出力部Ｂ
７５を有する制御部７０とを設けるのみで、構成要素の駆動音の抑制を実現することがで
きる構成を有する内視鏡洗浄消毒装置１を提供することができる。
【００４７】
　尚、本実施の形態においては、第１構成要素９１、第２構成要素９２には、ポンプや超
音波振動子を例に挙げて示したが、同じ物同士であって、同時に駆動した際、駆動音を発
するものであれば、内視鏡洗浄消毒装置１内の他の部材であっても構わないことは勿論で
ある。
【００４８】
　また、本実施の形態においては、２つの構成要素の消音を示したが、これに限らず、第
３構成要素、第４構成要素と、３つ以上の構成要素の消音に、本実施の形態を適用しても
構わない。
【００４９】
　具体的には、第１構成要素の音を、上述したように第２構成要素の音で消音するととも
に、第３構成要素の音を、本実施の形態と同様に第４構成要素の音で消音する等、消音に
用いる構成要素の組み合わせは、多数考えられる。
【００５０】
　また、第１流体供給ポンプの音を第２流体供給ポンプの音によって消音すると同時に、
超音波振動子同士の音を消音したり、他の上述したポンプ同士の音を消音しても構わない
し、第１流体供給ポンプまたは第２流体供給ポンプの音を、上述した他のポンプの音によ
って消音しても構わない。
【００５１】
　尚、以下、上述した内視鏡洗浄消毒装置１の構成の一例を、図５、図６を用いて示す。
図５は、内視鏡洗浄消毒装置の外観の一例を示す斜視図、図６は、内視鏡洗浄消毒装置の
内部構成の一例を示す図である。
【００５２】
　図５に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１は、装置本体２と、その上部に、例えば図示
しない蝶番を介して開閉自在に接続されたトップカバー３とにより主要部が構成されてい
る。
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【００５３】
　また、トップカバー３が、装置本体２に閉じられている状態では、装置本体２とトップ
カバー３とは、装置本体２及びトップカバー３の互いに対向する位置に配設された、例え
ばラッチ８により固定される構成となっている。
【００５４】
　装置本体２の操作者が近接する、図５中の前面であって、図５中における左半部の上部
に、洗剤／アルコールトレー１１が、装置本体２の前方へ引き出し自在に配設されている
。
【００５５】
　洗剤／アルコールトレー１１には、内視鏡を洗浄する際に用いられる洗浄剤が貯留され
た洗剤タンク１１ａと、洗浄消毒後の内視鏡を乾燥する際に用いられるアルコールが貯留
されたアルコールタンク１１ｂとが収納されており、洗剤／アルコールトレー１１が引き
出し自在なことにより、各タンク１１ａ、１１ｂに、所定に液体が補充できるようになっ
ている。
【００５６】
　尚、洗剤／アルコールトレー１１には、２つの窓部１１ｍが設けられており、該窓部１
１ｍにより、各タンク１１ａ、１１ｂに注入されている洗浄剤及びアルコールの残量が操
作者によって確認できるようになっている。この洗浄剤は、図示しない給水フィルタによ
り濾過処理がされた水道水により所定の濃度に希釈される濃縮洗剤である。
【００５７】
　また、装置本体２の前面であって、図５中における右半部の上部に、薬液ボトル１００
の挿入部８０が設けられている。挿入部８０には、２つの薬液ボトル１０１、１０２から
なる薬液ボトル１００が挿入可能となっている。
【００５８】
　さらに、装置本体２の前面であって、挿入部８０の上部に、洗浄消毒時間の表示や、消
毒液を加温するための指示釦等が配設されたサブ操作パネル１３が配設されている。
【００５９】
　また、装置本体２の下部に、装置本体２の上部に閉じられているトップカバー３を、操
作者の踏み込み操作により、装置本体２の上方に開くためのペダルスイッチ１４が配設さ
れている。
【００６０】
　また、装置本体２の上面において、例えば操作者が近接する前面側の端部寄りに、装置
本体２の洗浄、消毒動作スタートスイッチ、及び洗浄、消毒モード選択スイッチ等の設定
スイッチ類が配設されたメイン操作パネル２５が設けられている。
【００６１】
　また、装置本体２の上面であって、操作者が近接する前面とは反対となる背面側に、装
置本体２に水道水を供給するための、水道蛇口に接続された給水ホース（いずれも図示さ
れず）が接続される給水ホース接続口３１が配設されている。尚、給水ホース接続口３１
に、水道水を濾過するメッシュフィルタが配設されていてもよい。
【００６２】
　よって、図６に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１は、給水ホース接続口３１に、給水
ホース３１ａの一端が接続され、この給水ホース３１ａの他端が外部の水道蛇口５に接続
されることにより、水道水が供給される構成を有している。
【００６３】
　図６に示すように、給水ホース接続口３１は、給水管路９の一端と連通している。この
給水管路９は、他端が三方電磁弁１０に接続されており、管路の中途において、給水ホー
ス接続口３１側から順に、給水電磁弁１５と、逆止弁１６と、給水フィルタ１７とが介装
されている。
【００６４】
　尚、給水フィルタ１７は、定期的に交換できるように、カートリッジタイプの濾過フィ
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ルタとして構成されている。給水フィルタ１７は、通過する水道水の異物、雑菌等を除去
する。
【００６５】
　三方電磁弁１０は、流液管路１８の一端と接続されており、給水循環ノズル２４に対す
る給水管路９と流液管路１８との連通を内部の弁によって切り替える。つまり、給水循環
ノズル２４は、三方電磁弁１０の切り替え動作により、給水管路９と流液管路１８とのい
ずれか一方と連通する。また、流液管路１８の他端側には、液体のみを移送することがで
きる、液体の移送能力に優れた非自吸式のポンプである第１流体供給ポンプ１９が介装さ
れている。
【００６６】
　洗浄消毒槽４に配設された循環口５６は、循環管路２０の一端に接続されている。循環
管路２０の他端は、流液管路１８の他端及びチャンネル管路２１の一端と連通するように
、２つに分岐している。チャンネル管路２１の他端は、各送気送水／鉗子口用ポート３３
に連通している。また、図示しないが、チャンネル管路２１の他端は、図示しない鉗子起
上用ポートにも連通している。
【００６７】
　チャンネル管路２１は、管路の中途において、一端側から順に、第２流体供給ポンプ２
６、チャンネルブロック２７、チャンネル電磁弁２８がそれぞれ介装されている。チャン
ネルブロック２７とチャンネル電磁弁２８の間におけるチャンネル管路２１には、洗浄ケ
ース６と一端が接続しているケース用管路３０の他端が接続されている。このケース用管
路３０には、リリーフ弁３６が介装されている。尚、第２流体供給ポンプ２６は、液体と
気体とをどちらも、非自吸式ポンプよりも高圧で移送することができる自吸式のポンプか
ら構成されている。
【００６８】
　洗剤ノズル２２は、洗浄剤管路３９の一端と接続されており、洗浄剤管路３９の他端は
、洗剤タンク１１ａに接続されている。この洗浄剤管路３９には、その中途に、洗浄剤を
洗剤タンク１１ａから洗浄消毒槽４まで持ち上げるため高圧の自吸式のポンプから構成さ
れた洗剤用ポンプ４０が介装されている。
【００６９】
　アルコールタンク１１ｂは、アルコール管路４１の一端と接続されており、このアルコ
ール管路４１はチャンネル管路２１と所定に連通するように、チャンネルブロック２７に
接続されている。
【００７０】
　このアルコール管路４１には、アルコールをアルコールタンク１１ｂから洗浄消毒槽４
まで持ち上げるため高圧の自吸式のポンプから構成されたアルコール供給ポンプ４２と、
電磁弁４３とが介装されている。
【００７１】
　また、チャンネルブロック２７には、気体を移送することができる自吸式ポンプから構
成されたエアポンプ４５からの空気を供給するためのエア管路４４の一端が所定にチャン
ネル管路２１と連通するように接続されている。このエア管路４４は、他端がエアポンプ
４５に接続されており、エア管路４４の中途位置には、逆止弁４７と、定期的に交換され
るエアフィルタ４６とが介装されている。
【００７２】
　洗浄消毒槽４の第１の排水口５５には、弁の切り替え動作により、外部へ洗浄液等を排
出したり、薬液タンク５８に消毒液を回収したりするための開閉自在な切替弁５７が配設
されている。
【００７３】
　切替弁５７は、外部排水口へ接続される不図示の排水ホースと一端が接続されて連通す
る排水管路５９の他端と接続されており、この排水管路５９には、非自吸式のポンプから
構成された排水ポンプ６０が介装されている。また、切替弁５７は、薬液回収管路６１の
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一端と接続され、この薬液回収管路６１の他端は薬液タンク５８に接続されている。
【００７４】
　薬液タンク５８は、上述したように、薬液ボトル１００から薬液、例えば消毒液が供給
されるように、薬液供給管路６２の一端とも接続されている。この薬液供給管路６２の他
端は、カセットトレー１２に所定に接続されている。
【００７５】
　また、薬液タンク５８内には、一端に吸引フィルタ６３が設けられた薬液管路６４の前
記一端部分が所定に収容されている。この薬液管路６４は、他端が消毒液ノズル２３に接
続されており、中途位置に、消毒液を薬液タンク５８から洗浄消毒槽４まで持ち上げるた
め高圧の自吸式のポンプから構成された薬液ポンプ６５が介装されている。　
　尚、洗浄消毒槽４の底面５０ｔの下部には、上述したように、例えば２つの超音波振動
子５２と、ヒータ５３とが配設されている。また、ヒータ５３の温度調節のため、洗浄消
毒槽４の底面５０ｔの略中央には、温度検知センサ５３ａが設けられている。
【００７６】
　このヒータ５３は、洗浄消毒槽４内に貯留され、装置内を循環する消毒液を所定の温度
に加温するためのものである。尚、消毒液には、その消毒効果が最も期待できる適正温度
がある。この適正温度である前記所定の温度までヒータ５３によって加温された消毒液は
、内視鏡及び装置本体２内の各管路を有効的に消毒することができる。
【００７７】
　また、温度検知センサ５３ａは、洗浄消毒槽４内に貯留され、装置内を循環する消毒液
の液温を検知し、その検知結果を制御部７０へと伝達する。そして、制御部７０は、温度
検知センサ５３ａからの検知結果に基づいて、前記消毒液を前記所定の温度に保つように
、ヒータ５３を駆動、停止する制御を行う。
【００７８】
　また、内視鏡洗浄消毒装置１の内部には、外部のＡＣコンセントから電力が供給される
電源７１と、この電源７１と電気的に接続される制御部７０が設けられている。この制御
部７０は、メイン操作パネル２５及びサブ操作パネル１３からの各種信号が供給され、上
述した各ポンプ、各電磁弁などを駆動制御する。
【００７９】
　特に、制御部７０は、少なくとも給水管路９内に対して、循環管路２０、チャンネル管
路２１を介して、既知の水抜き、消毒、濯ぎを行うととともに、洗浄消毒槽４内の少なく
とも水道水と消毒液とのいずれかを、薬液回収管路６１を介して薬液タンク５８に回収す
るか排水管路５９を介して外部排水口から排水するかのいずれかを行う給水管路消毒プロ
グラムを備えており、該給水管路消毒プログラムに応じて、各弁及び各ポンプに対し既知
の駆動制御を行う。
【００８０】
　また、制御部７０は、内視鏡洗浄消毒装置１内の全管路内を消毒する全管路消毒プログ
ラムや、ポート３３にチューブを介して接続された内視鏡の内視鏡管路を洗浄消毒する内
視鏡洗浄消毒プログラムも具備している。
【符号の説明】
【００８１】
　１…内視鏡洗浄消毒装置
　２…装置本体
　３…トップカバー
　４…洗浄消毒槽
　５…水道蛇口
　６…洗浄ケース
　８…ラッチ
　９…給水管路
　１０…三方電磁弁
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　１１…アルコールトレー
　１１ａ…洗剤タンク
　１１ｂ…アルコールタンク
　１１ｍ…窓部
　１２…カセットトレー
　１３…サブ操作パネル
　１４…ペダルスイッチ
　１５…給水電磁弁
　１６…逆止弁
　１７…給水フィルタ
　１８…流液管路
　１９…第１流体供給ポンプ（ポンプＡ）（第１構成要素）
　２０…循環管路
　２１…チャンネル管路
　２２…洗剤ノズル
　２３…消毒液ノズル
　２４…給水循環ノズル
　２５…メイン操作パネル
　２６…第２流体供給ポンプ（ポンプＢ）（第２構成要素）
　２７…チャンネルブロック
　２８…チャンネル電磁弁
　３０…ケース用管路
　３１…給水ホース接続口
　３１ａ…給水ホース
　３３…鉗子口用ポート
　３６…リリーフ弁
　３９…洗浄剤管路
　４０…洗剤用ポンプ
　４１…アルコール管路
　４２…アルコール供給ポンプ
　４３…電磁弁
　４４…エア管路
　４５…エアポンプ
　４６…エアフィルタ
　４７…逆止弁
　５０ｔ…底面
　５２…超音波振動子
　５２…超音波振動子（超音波振動子Ａ）（第１構成要素）
　５２ｂ…超音波振動子（超音波振動子Ｂ）（第２構成要素）
　５３…ヒータ
　５３ａ…温度検知センサ
　５５…排水口
　５６…循環口
　５７…切替弁
　５８…薬液タンク
　５９…排水管路
　６０…排水ポンプ
　６１…薬液回収管路
　６２…薬液供給管路
　６３…吸引フィルタ
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　６４…薬液管路
　６５…薬液ポンプ
　７０…制御部
　７１…電源
　７２…位相確認部
　７３…消音部
　７４…出力部Ａ
　７５…出力部Ｂ
　８０…挿入部
　９１…第１構成要素
　９２…第２構成要素
　９３…検知部
　９４…検知部
　１００…薬液ボトル
　１０１…薬液ボトル
　１０２…薬液ボトル
　２００…内視鏡

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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